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(No.720) 第6話 国際条約 

－国際社会は条約でタバコの規制に取り組んでいる... 

 喫煙が原因で亡くなる人はかなり多い事を知っていますか。左図のニュー

スでは、２０１９年に世界中で７６９万人そのうち日本は６番目に多い２０

万人が亡くなったと伝えています。 

 こんなに多くの命を奪うタバコが世界中で広く販売されていても良いの

か、と感じませんか。じつは、世界の人々の保健衛生を管轄する世界保健機

関（WHO）は、この状態を解決するための法律を制定しています。タバコ規

制枠組条約（Framework Convention on Tobacco Control）通称 FCTC と呼

ばれて、下図のようなタバコ規制が定められています。 

(No.721) 第7話 相反する法律 

－健康増進法とたばこ事業法... 

 世界は今、世界保健機関（WHO）が制定したタバコ規制枠組条約

（Framework Convention on Tobacco Control）通称FCTCのもと、タバコの

被害をなくす対策に取り組んでいます。日本においても「健康増進法」とい

う法律のなかでタバコの健康被害を少なくする事を定めています。 

 しかし、一方でタバコの健康被害には触れず、財政収入の安定的確保を目

的とした「たばこ事業法」という法律が存在し、関連して政府が日本たばこ

産業（JT）の株式の半分以上を保有することを定めた「日本たばこ産業株式

会社法」という法律もあるのです。  

(No.722) 第8話 タバコ休憩 

－勤務中に離席してタバコを吸いにいく... 

 ニコチン依存症の喫煙者は、毎日何回もタバコを吸う時間が必要です。そ

んな人たちは仕事中でもニコチン切れによるストレスを我慢できず、作業場

を離れ喫煙場所に「タバコ休憩」を取りに行くことになります。仮に１回１

０分のタバコ休憩を５回とる人がいて、その人の時給が２０００円だとする

と左下図のように毎日１６５０円分の賃金が消えている計算になります。 

 時給２０００円の人が１日８時間働いた場合の日給は１６０００円なの

で、その１割がタバコ休憩代になっているわけです。もし、この事業所にそ

んな喫煙者が１０人いたとしたら、全体で毎日１６５００円がタバコ休憩に

費やされている計算になり、これは一人分の賃金に相当します。   

(No.723) 第9話 健康経営 

－従業員の健康管理に重点をおく企業経営が主流に... 

皆さん、「健康経営」という言葉を知っているでしょうか。従業員が心身と

もに健康で業務に従事できてこそ業績が向上するとの考え方から、従業員の

健康を重視した経営方法です。具体的には、定期健康診断の受診を徹底し、

生活習慣病や過重労働、メンタルヘルスなどの対策にきちんと取り組むこと

が「健康経営」なのです。 

 じつは、そんな経営をしている企業に対し経済産業省が「健康経営優良法

人」として認定する制度があります。２０１７年に認定制度がスタートして

以来、その数が２５倍にも増加するほど、従業員の健康が重要だとする... 
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